



【キー ワー ド1使 用 時 の誤 用 ・発音 指導 ・コ ミュニケー シ ョン活 動 ・資源 ・FocusonForm
Lは じめに
rおば さん ・おばあ さん』rぴょういん ・びよういん」。 ミニマル ・ペアを使った発音指
導は馴染み深いものである。また、アクセン トやイン トネーションの記号のっいた文を声
に出して読む、あるいはテープを聞いて記号をっけた り、テープ と同 じものを選んだ りす
るタスクも以前から行われてきた。 こうした発音指導 を受けた大概の学習者は 「その場」
ではきれいに特殊音が発音できた り、正 しいアクセ ン トで文が読めるよ うになる。しか し、
発音指導の緊張か ら解 けた実際のコミュニケーシ ョン・場面やスピーチでの発話に耳を傾け
ると、rその場」でできた発音がことごとく直 っていない、あんなに練習 したのに一体何な
んだ?… 目本語教師な ら共通 して持っている経験ではないだろ うか。
筆者は以上のよ うな間題意識を持って、早稲田大学大学院 日本語教育研 究科設置科 目で
ある目本語教育実践研究18)K(以下、実践(8))に実習生として参加 した。本稿では、
コミュニケー ション実行中の発音誤用についてそのメカニズムを情報処理理論か ら説明
を試み、実践(8)で の指導方法の特徴 をFocusonFormとい う理論背景から考察する。
そ して、実際のタスク実施場面や指導場面の事例を取 り上げ、そ こで生 じた現象や問題点
について実習生の レポー トでの記述を交えて報告 し、必要 とされる指導方法について考察
する。また、コミュニケーションを重視 した発音指導を実践する上での教師が留意すぺき
点について論 じる。




をもとにして考えてみたい。音韻を聞き取 り、文法的な構造を解析 し、文の意味を理解 し、
適切な発話をする、 こうした活動は本質的にすべ ては情報処理だ と考えられ、資源理論で
は情報処理には資源が必要だ と考えられている。資源 とは情報処理の容量やエネルギー と
E別科のr日本語発音指導3-4B」での実際の発音指導を通 じて 日本語音声教育にっいて研究す
るための授業。実習では中級前期の学習者に対 しての個別指導を中心 とした発音指導を行 う。
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考えられている。 この資源 には限 りがあり、難 しい情報処理を複数同時に実行 しようとし
て も全てが成功す るとは限 らない。その一方で、特定の情報処理を何度 も練習すると、そ
の情報処理は、注意を払わな くて も自然にできる 「自動化」の段階に達し、 自動化が進む
と、必要な資源の量は減ってい く。
さて、発音指導に話を戻す と、教材や教師によって与えられた ミニマル ・ペアや単文の
発音練習の際は、資源が正確 な発音を実現することだけに使 われる。そのため、自分の調
音のプロセスや発音実現の状態をモニタ リング、コン トロールあるいは調整するメタ認知
的活動(市 川1996)に要する資源も確保 され 、活性化 されることになる。要するに発音だ
けに注意を払い集中で きる状態 とい うことである。 しか し、いわ ゆる会話場面になると、
円滑なコミュニケー シ ョンを達成す るために、音声解析や統語解析 といった理解のための
言語処理 を行った後に、語彙を選択 し、それ らを結合 させ文脈に適 したr意 味」のある文
を自らが生成 しなければな らない。 さらに社会言語的能力や談話能力、コミュニケーシ ョ
ン ・ス トヲテジーな どの,思考が不可欠 となり、資源に 占める発音の割合 も狭められること
になる。
これ ら複数の複雑 な情報処理 を同時に行 うと、いずれかの処理が犠牲 となって しまう。
ふつ うはコミュニケーシ ョン達成に不可欠なものを優先す ると考えるのが自然であ り、通
常の言語話動では 「意味」のほうにた くさんの資源 を消費す る。従って、不慣れな第二言
語(外 国語)を 使用する学習者 にとっては、言語処理全体の自動化が進んでお らず、文脈




に生かしていくかが次に課題 となる。そ こで、実践(8)で 使用 された 『コミュニケーシ
ョンのための 日本語発音 レッスン』2とい う教材に注 目してみよう。本書では音声教育の目
的についてまえがきで次のように述べている3。





2戸 田貴子(2004〉『コ ミュニケーシ ョンのための 口本語発音 レッスン』ス リーエーネ ッ トワ
ーク




・会話の練習中、学習者の発音に間題が見られた際に、該当す る音声項 目を扱っている課を取 り
出 して使 うことができるように、どの課から始めてもいい ようにできてい る。
・しりとりや川柳や早口ことばなどを取 り入れて、楽 しく学習を進めてい ける。
そ して、本 書の課 の構成 をま とめ たのが表1で ある。
【表1】 課 の構成
構成 活動概要 目的













考えてみよう 音韻知識 を整理 し、自己モニター各課の音声項目についての質問が与えら
れ、学習者が自分で考える 能力の育成を促す一
応用練習 実際のコ ミュニケー ションにおいすでに練習した音声項目について墨
したコミュニケーション活動 て応用できるようにする
タスク 自分の発音をテープに録音し聞く 自己モニター能力の育成
表1を 見て、特に注 目したいのは、r応用練習ユやrタ スク」での活動である。従来の
発音指導では与えられた単語や単文を聞いた り発話 した りす る活動に留まっていたが、本
書では学習者が文脈化 された コミュニケー シ ョンにおいて 自ら文 を産出す る活動が取 り


















ロールプレイ=例>あ なたは金曜 日にゼ ミで発表することになっていま したが
急に国の両親/友 達が来ることになったので、休まなけれ ぱな りません。先生




これ らを見て分かる指導の方法は、学習者が表現 したい内容をロール プレイや シミュレ
ー ションといった文脈化 され た実際の コミュニケーシ ョンの中で能動的に文を産出 しな
がら発音練習を行 うものであ り、そこでは 自己モニター能力の育成が意図 されている。 こ








またFonFの役割については、正確 さと流暢 さの どちらかを犠牲 にす るものではな く、
両方を同時 に伸ばそ うとす るものであると説明される。そ して、意味のある活動や タスク
中心の教授 法が採用 され、タスクの中で意味への焦点を維持 しなが ら、学習者の注意が言
語形式に向けられるような操作をす る指導テ クニックが とられるとい う6。
っま り、実践(8)で使用 された教科書でのr応 用練習』やrタ スク』がFonFを 実践
する場 として設定 され、そこでは意味や コミュニケーション達成に焦点を置かれた活動が
行われる中で注意を発音に向けさせる指導が想定されていると考えられ る。そ して、発音
への注意や意識化が自己モニター能力育成 につながっていくと説明できる。
上述の通 り筆者はr使 用時の誤廟 に対する問題意識を持 ってお り、その誤用のメカニ
ズムは資源理論で説明され うると考えた。前述の資源理論を思い返 してみると、このよ う
なタスクは発音の実現に消費 され る資源 とメタ認知的活動に消費され る資源が分散化 さ
れ る状況を意図的に作 り出 していると言 えよ う.つま り、少ない資源の中でメタ認知的活




や発音指導の場面を事例 として取 り上げ、指導の実際を見てみ ることにす る。
実践(8)で は別科留学生対象授業 「日本語発音指導3-4B」(以下、発音3・4B)へ大学
院生が実習生 として参加する。発音3-4Bでの授業は次のように進 められ る。前半約60分
は担 当教員が学習者全体に対 して指導を行 う。まず、その 目の音声指導項目にっいて導入
5小 柳(2004pp.122・123)では先行研 究でのFonFの 定義 について引用 してお り、本稿ではそ




を行い、教科書のr聞 いてみ よ う」r発音 してみよ う」r声に出 して練習 しよう」r考えて





課(実 施 口〉 第9課 イン トネーション 応用練習2(2005年6月20日)
発話者 G:ド イツ語母語話者(レ ベル:初 級後半)
U:中 国語母語話者 〔レベル=初 級後半)
タスク シ ミュ レー シ ョン
活動指示 あなたは 日光へ旅行する予定です。みんなの意見を聞いて、泊 まるところを決めま
しよう。
音声項日 問い返 しのイン トネーシ ョン、いいよどみのイン トネー ション
ここではシ ミュレーションに入る前に、rホテル」r旅館1に ついて普通に言 うときと確
認 ・問い返 しの時の発音について導入され、上昇調 イン トネーシ ョンが使われても元の単
語のアクセン トはそのまま残ることを理解 し、繰 り返 して発音する練習を行 う。その後で、
r旅館がいい?」 とい う問いに対 してr旅館?う んいいよ。ユと肯定する場合 とr旅館?わ
た しはホテルの方が一・/ううん…。僕は旅館はちょっとね…。」とい う否定の場合にっいて、
それぞれ問い返 しのイン トネーションといいよどみのイン トネーシ ョンの練習をす る。そ
して、1)和室、2)ベ ッ ド、3)部屋 にシャワーがいる(以 下略)と いった項 目にっいて









どっちがいい。 りょかん(旅 館)と ホテル とどっちがいいですか。
ホテルのほうがいい。
ホテル?ホ テルは、わた しはホテルのほうが、あ、ちが う・ う一ん、ぼ くはりょかん(旅館)
はちょっと。 〔笑)
わしっ(和 室)と よ しつ 〔洋室〕 とどっちがいい?
わ しつのほ うがいい。
わ しっ?う 一ん、いいよ。(笑)
談話例1は 学習者Gが 学習者Yに 対 して質問 している場面である。網掛けで示 した部
分はアクセン トの誤用を示 している。Gは シミュ レー ションに入る前に 「ホテル」のアク
7こ の活動では、3つ のグループが共同で行 った。
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セン トの練習を したのにも関わ らず、終始、中高型で発話 している。 これは 「hote1∫の後
音節にア クセン トが置かれ ることか ら来る誤用だ と考えられ る。また、「和室」に関しても
正 しいア クセン トで発話されていない。 しか し、3Gでも6Gで も 「?」で示 した通 り、問
い返 しの上昇イン トネーシ ョンは実現 されている。
ここでのア クセン トの誤用の原因について次の2点 が指摘できるだろ う。まず第一に学
習者Gが 「ホテル」や 「和室」のアクセン トをいまだ習得 してお らず、発音が 自動化に達
していない段階でタスクを実施 している可能性がある。学習者Gは 以前からアクセン トに
対 して苦手意識を持 ってお り、この課 に入る前の名詞のアクセ ン トや動詞のアクセン トで
も、示 され たアクセン ト型どお りに発音す ることが困難であった。 第二に、タスク達成 に
集中するあま りアクセン トにまで注意が払われていない可能性があるとい うことである。
(笑)が示す通 り学習者Gは 非常にこのタスクを楽 しんでお り、必死になってYと コミュ
ニケー ションをとろ うとしていた。つまり、自分に とってホテルや和室が望ましいか どう
か とい う思考に情報処理の資源が浪費され、 自動化されていないアクセ ン トヘの資源配分
が犠牲になっていると考えられる。 さらに、問い返 しのイン トネーションをしなければな
らない とい う意識 もそれに拍車をかけていると言えるだろ う。
では、このような学習者に対 しては どのような指導が求め られるのであろうか。談話例
1で は、タスク実行中のために院生は訂正を行っていないが、この状況でr上 昇調のイン
トネー ションが付加 されても単語のアクセン トは変わらない」 とい う内容の意識化を行っ
て もおそ らく学習者Gの 誤用は訂正 され ることはないだろ う。む しろ、単語 レベルでのア
クセ ン トや間い返 しの上昇イン トネーシ ョンの練習を十分にす るべ きであると考える。 と
い うのも、イン トネーションが付加 された問い返 しの部分でアクセン トの誤用が生 じるの
であれ ば、意味に焦点化されたタスクにおける発音への意識化が功を奏するかも しれない。
しか し、実際はr旅 館 とホテル とどっちがいいですか」r和室 と洋室 とどっちがいいです
か」とい うイン トネーションが付加 されない発話で誤用が起 きているのであ り、文脈化 さ
れたコミュニケーション活動を実施す るには時期尚早だ と言 ってもよいのではないか。
なお、この課の応用練習について院生8から以下のような反省が挙げ られた。
・全体練習の時にr～がいい?それとも～がいい?」rん一～ならいいけどお」とイレギュラーな






8院 生5人 をS1、S2、S3、S4、S5で示 した。実践(8)で は各回の指導 の後 、実践報告 レポ





課(実 施 日) 第11課気持ちを伝える話し方 応用練習3(2005年7月4日)
発話者 Dlロ シア語 母語話者(レ ベル=初 級後半)




活動指示 あなたは金曜 日にゼ ミで発表することになっていましたが、急 に、国の両親/友 達
が来 ることになったので、休まなければな りません。先生の研究室に行 って、その
ことを説明 し、来週にしてもらうよ うに頼んでくだ さい。
音声項目 発話速度、イン トネーション、声の大きさ
ここではrあ の う、ごみのことなんですけど…。」とい う表面上の表現形式は同 じでも、
発話意図(質 問す る場合 と苦情を伝える場合)に よって発話速度、イ ン トネーシ ョン、声
の大きさな ど発音の仕方が異なる例を挙げてか ら、適切な音声練習をする。その後、指示
に従って二人でロールプレイを行 う・以下の談話例2は 一度 ロrル プレイを練習 した後に、
会話をテープで録音 し、それを聞きなが ら指導 している場面である。
【談言舌f列2】
々∂'ぽ い、なん でプガ㌔ ノ
Z2}しあの ラ、亮生〆こちょっ8お騨 い ムたいル でプ'ケ濫 ノ
βP!ぽ 〃レ、 どラぞ;ノ




7S:これは推測す る、自分が確かではないときに使 うんですけど、でも、今、 これ は確かなこと
です よね。無責任な感 じになって しまうんですよ。(以下略)




〃207今淫砂 ゼミ'ごぜひ来 でぐださ傷 ノ
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13S=ぜひ来てくだ さい とい うのは、来ても来なくてもいい とき。(中略)ゼ ミの場合は必ず行か
なければならない。 だから、必ず来てください とかちゃんと来て くだ さい。
14Dl必ず きてくだ さい、ちゃん と来て ください。
15S:うん、 うん、
〃6γ,ぽい,わ か ク芸 乙た。 あ クが8ラ こ甘い ま ムた。ノ
々7ηノどラ歩・た 乙ま 乙蔦 ノ
18S;いいですね。 じゃ、交替 しま しょう。
この事例を担 当したS5は 反省点 として 「ロールプ レイの練習の時に、文法面に気が と
られて、音声面にあま り注意がいかなくなってしまった。 もう少 しイン トネーションや声
の大きさに注意を向けさせ る指導が必要だ と感 じた。」 と実践 レポー トの中で記述 してい
る。談話例2を 見ても分か るように、実習生がテープを聞きながら訂正 を行っている箇所
は、「5S」「10S」「13S」で、それぞれ 「～ことになる」の説明、「イ形容詞+だ 」の説明、
rぜひ」 と 「必ず」の違いの説明 といった文法や語彙に訂正内容が集中 している。談話例
2の 録音テープを聞いてみ ると、音声面で指導すべ き点がないわけではな く、r2Yjの前
置 き表現、r8Y」の許可求めの表現な どでは音声指導項 目である発 話速度やイ ン トネーシ
ョンにっいて意識化 を図ることもできたと思われる。では、なぜ実習生は音声面に留意 し
なかったのであろうか。これは次 の要因が考 えられ る.第 一に、学習者の発話 はコミュニ
ケーション達成 にお いて、必要最低限の発音 レベルをクリア してお り、音声面よりも文法
や語彙の方が訂正事項 として優先 されるとS5が 判断 した とい うこと。第二に、指導する
側 のS5も 意味内容に注意が集中 し、音声面にまで指導のための注意が払われなかったこ
とが考えられ る。
次に、談話例2に 引き続いて行われた、異なる指示内容の ロールプ レイについて見てみ
よう。
【事例3】
課(実 施 日)、発話者、タスク、音声項 目:事 例2に 同 じ
活動指示 あなたは一週問に3目 問アルバイ トを していますが、忙 しくて勉強す る時間があ り




イ トして もいいで しょうか。
2S=いいで しょうかあ。
3D:いいで しょうかあ。









10S=そうそ う、そ うい う話 し方になりますね。OK?
談話例3・1はタスク実施中、談話例3・2はタスク実施後の談話である。ここでは、「2S」
や 「6S」で許可求めの文末表現にっいて音声指導を行っている。それ に対 し学習者Dも
r3D」やr9D」でSの 発話を繰 り返 しす ることでイ ン トネーシ ョンを習得 しよ うとして
いる過程が見て取れ る。実習生S5は 事例2で 行 うことのできなかった学習者 に対する音
声面への意識化のための指導を実践 していると言って よいだろう。
5.コミュニケーシ ョン活動に埋め込まれた発音指導の留意点
今回取 り上げた三つの談話例か らコミュニケーシ ョン活動に埋め込まれた発音指導にっ
いて留意すべき点を考えてみたい。第一に、タスク実施 の前に学習者の レデ ィネスを把握
することである。習得 目標 とされ る音声項目が十分に自動化されていない状態 で文脈のあ
るタスクを実施 して も、情報処理 の資源が意味に浪費 され音声面への資源が犠牲 となり、
モニタリングなどのメタ認知的活動も行 うことができなくなる。学習者の状態によっては、
タスク内容変更や難易度調整 を行 う柔軟性が教師には求められ る。第二に、教師自身が常
に学習者の意識を音声面にシフ トさせることを自覚 しなければな らない。 さもない と、タ
スク達成や語彙や文法面の誤用に気をとられ、つい音声面がおろそかになって しまう。教
室内指導の有効性 を肯定す るFonFの立場に立てば、意味やコ ミュニケーシ ョンヘの焦点
化を優先 させながらも、生 じた問題 によって、偶発的に学習者の注意を明確 に音声要棄に
向けさせ、意識化や 自己モニター といったメタ認知的活動 を活性化 させる必要がある。そ
こに教師の役割 と指導の効果があると考えられ る。第三に、学習者の気づきを促す教師の
学習者に対する働きかけを行 うことである。本実践では録音テープを聞きなが ら音声指導
を試みた。学習者によっては恥ずか しがった り嫌が る者 もお り、学習者が 自分の発話を聞
く機会は以外 と少ないのではないか。 しか し、学習 目標を設定 して学習者 自身が 自分の発
話を聞きなが ら目標が達成 されているか自己評価す る活動は、どこが どのよ うに間違って
いたか とい う自己モニター を活性化させ誤用に対す る気づき促す上で効果的であると考え
られる。その場合に、ペアやグループになって分か りにくかった箇所や聞き取 りにくかっ





を防ぎ減少 させる上では理論的に効果的であると言えるだ ろう。 なぜな らば、使用時の誤
用 は情報処理資源が音声に十分に確保されない状況で起こるのであるか ら、少ない資源で
発音に対するメタ認知的活動を実行す る トレーニングを学習者に課せぱ、指導 目標 とされ
る音声項 目の自動化が促 され ると考えられるからである。 しか しながら、このよ うな指導
方法は、従来のように発音す る単語や単文が予め与えられていないので、学習者がどんな
発話をす るかはタスクを始めてみないと分からない とい う難 しさがある。従 って、教師は
学習者 の誤用を予め予想 し、生起 した言語上の様々な レベルの誤用に対 して どの種類の誤
用 に対 してどの程度 まで指導を行 うかとい う指導の範囲 と深 さを即時 的に判断 しなけれ
ばならない。その課で学習 目標 とされている音声項 目に指導を絞 るのかどうか、あるいは
語彙や文法面までにも訂正の範囲を広 げるのかについて、学習者 の限 られた情報処理資源
がでどの程度まで注意 を音声に消費できるか とい う観点か ら臨機応変 な判断が求められ
る。っま り・教師の裁量によるところが大きい指導方法であ り、音声 ・音韻学の知識 と母
語干渉や 中間言語などの誤用の原因に関す る知識や、各々の誤用 に対する効果的な指導テ
クニ ックな ど幅広い専門知識 と技術が求められるのである。また、多人数の学習者を相手
に して指導す る場合には、個別性への対応が困難 とな り、思 うような指導効果が望めない
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